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寒
い
確
定
申

告
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
る
。
大
阪

歯
科
で
は
青
色

ま
た
は
白
色
で
措
置
法
（
４

段
階
）
に
よ
る
計
算
が
55
・

０
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い

る
。
次
い
で
、
青
色
ま
た
は

白
色
で
実
額
計
算
が
29
・
４

％
、
法
人
が
15
・
０
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

医
科
の
方
は
実
額
や
法
人

申
告
が
多
い
の
は
規
模
の
違

い
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ

う
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

思
い
つ
き
で
実
施
し
て
も
、

そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

は
少
な
い
。
経
年
的
な
積
み

重
ね
で
有
意
に
な
る
。

　

だ
か
ら
保
団
連
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
経
営
税
務
部
会
で
は

毎
年
や
っ
て
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

率
は
低
い
。
医
院
財
務
は
公

開
し
た
く
な
い
個
人
情
報
だ

か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

医
療
は
患
者
と
医
師
の
信

頼
関
係
を
基
盤
と
す
る
か

ら
、
零
細
で
も
個
人
の
開
業

医
の
存
在
価
値
は
高
く
、
医

療
機
関
は
競
争
相
手
を
凌
駕

し
て
大
き
く
な
る
成
長
産
業

で
は
な
い
。

　

医
療
機
関
の
零
細
化
と
大

型
化
の
二
極
傾
向
を
自
然
淘

汰
で
進
化
す
る
ド
グ
マ
は
医

療
や
福
祉
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
。

今日の数字

1120万人
　年収200万円以下の「ワー
キング・プア」の数。労働者
の24.1％。国税庁調査から。

会員学習会のご案内

歯科医療と社会保障の行方歯科医療と社会保障の行方
２／14・15、
Ｍ＆Ｄホール

　自公政権による医療・社会保障費削減政策が強まるなか、協
会は今後の歯科医療と社会保障の在り方について考える学習会
を２月14～15日にＭ＆Ｄホールで開く。14日は、「歯科診療報
酬改定の行方と電子請求の課題」と題して全国保険医団体連合
会副会長の田辺隆氏が講演。15日は、「地域包括ケア構想の課
題」のテーマで立教大学教授の芝田英昭氏が解説する。協会は
多くの会員の参加を呼びかけている。

を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
と

の
回
答
に
留
ま
っ
た
。

大
阪
都
の
医
療
・
福
祉

特
別
区
ご
と
で
異
な
る

　

大
阪
都
に
な
れ
ば
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
を
始
め
医
療
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
問
い
に
、
市
側

は
、
介
護
・
国
保
は
事
務
組

合
を
つ
く
っ
て
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
医
療
・
福
祉
な
ど
住

民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
特
別

区
で
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
長

の
判
断
に
な
っ
て
く
る
、
と

こ
た
え
た
。

　

協
議
に
は
小
澤
理
事
長
は

じ
め
各
地
区
責
任
者
ら
15
人

が
参
加
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
、
歯
科
外
来
診
療
環

境
体
制
加
算
（
外
来
環
）
と
在
宅
療
養

支
援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）
の
研
修

会
を
５
月
９
日
と
同
23
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
開
く
。
講
師
は
、
足
立
了
平
氏

（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
）
と
高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯

科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
准
教
授
）
が
そ

れ
ぞ
れ
務
め
る
。

　

各
研
修
会
と
も
定
員
は
１
０
０
人

（
先
着
順
）
で
、
会
費
は
１
千
円
。
協

会
会
員
本
人
し
か
受
講
で
き
な
い
。
受

講
者
に
は
修
了
証
を
発
行
す
る
。

る
こ
と
を
再
度
求
め
た
。

　

吹
田
市
の
口
腔
保
健
条
例

を
示
し
、
口
腔
保
健
計
画
だ

け
で
は
な
く
、
実
行
力
を
伴

う
大
阪
市
と
し
て
の
口
腔
保

健
条
例
を
制
定
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
。
市
側
は
、
歯
の

健
康
の
大
切
さ
は
認
識
し
て

い
る
が
、
現
状
で
は
同
条
例

　

小
澤
力
理
事
長
は
、
学
校

医
療
券
で
「
…
対
象
外
で

す
」
と
い
う
文
言
は
「
Ａ

要
」
様
式
に
は
あ
る
が
「
Ｂ

準
」
に
は
な
い
。
う
蝕
に
は

活
動
性
と
非
活
動
性
が
あ

り
、
初
期
の
う
蝕
を
再
石
灰

化
さ
せ
る
た
め
に
は
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
フ
ッ
化
物
塗
布

や
、
歯
科
を
受
診
す
る
必
要

が
あ
る
子
ど
も
の
半
数
が
受

診
し
て
い
な
い
状
況
を
報

告
、
子
ど
も
の
健
康
と
無
保

険
状
態
を
つ
く
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
ど
も
青
少
年
局
と

国
保
課
が
連
携
を
し
て
短
期

証
送
付
時
に
「
こ
ど
も
医
療

証
交
付
申
請
書
」
を
同
封
す

な
検
査
は
治

療
の
一
環
で

あ
れ
ば
―
―

と
の
見
解
を

示
し
た
。

　

「
学
校
歯

科
治
療
調
査

報
告
２
０
１

４
」
を
示

し
、
う
蝕
が

10
本
以
上
あ

り
口
腔
崩
壊

状
態
の
子
ど

も
の
事
例

　

こ
れ
は
協
会
の
大
阪
市
内

４
地
区
（
北
部
・
東
部
・
西

部
・
南
部
）
が
、
２
０
１
４

年
12
月
12
日
に
大
阪
市
と
協

議
し
た
な
か
で
示
さ
れ
た
も

の
で
、
同
市
へ
は
要
望
書

（
14
年
度
は
48
項
目
）
を
提

出
し
、
協
議
は
毎
年
開
い
て

い
る
。

　

大
阪
市
の
学
校
医
療
券
「
Ａ
要
」
様
式
に
「
こ
の
医
療

券
で
取
り
扱
う
疾
患
は
、
う
歯
の
治
療
に
限
り
、
予
防
を

目
的
と
し
た
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
み
が
き
指
導
等
の
措
置

は
対
象
外
で
す
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
協
会
と
市
側

と
の
協
議
の
結
果
、「
フ
ッ
化
物
塗
布
や
歯
磨
き
指
導

が
、
歯
科
医
師
の
判
断
で
治
療
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
請
求
の
対
象
と
な
る
」
と
の
回
答
を
得
た
。

や
歯
ブ
ラ
シ
指
導
な
ど
、
非

外
科
的
な
治
療
が
有
効
で
あ

る
。
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
治
療
に

必
要
な
検
査
は
認
め
ら
れ
る

べ
き
―
―
な
ど
を
訴
え
た
。

　

市
側
は
、
学
校
医
療
券

「
Ｂ
準
」
に
疾
患
を
限
定
す

る
文
言
の
明
記
は
な
い
が
、

適
用
は
基
本
的
に
「
Ａ
要
」

と
同
じ
。
フ
ッ
化
物
塗
布
や

歯
磨
き
指
導
が
、
治
療
を
目

的
と
し
た
も
の
か
、
予
防
を

目
的
と
し
た
も
の
か
は
、
専

門
家
で
あ
る
歯
科
医
師
の
判

断
に
よ
る
。
治
療
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
れ
ば
請
求
の

対
象
。
治
療
に
基
づ
く
必
要

学校医療券の取り扱いについて追及した大
阪市との協議＝2014年12月12日、大阪市役所

大
阪
市
の
学
校
医
療
券「
Ａ
要
」様
式

大
阪
市
の
学
校
医
療
券「
Ａ
要
」様
式

治
療
目
的
な
ら
算
定
可

う
歯
の
フ
ッ
化
物
塗
布
、歯
み
が
き
指
導
等

PR増刷号PR増刷号
　今号はＰＲ版として大阪府下の
全歯科開業医にお送りしていま
す。ご入会、協会の概要について
はお気軽にご連絡下さい。

《ご連絡･お問い合わせは組織部まで》
℡.06-6568-7731

　この新聞を送るに際し、近畿厚生局・各種
名簿などにより情報を取得致しました。この
情報は、ご入会や講習会、各種共済制度のご
案内、新聞の送付以外に利用することはあり
ません。「今後の郵送を断る」などの申し出
があれば、事務局までご連絡ください。

５
月
に
外
来
環
・
歯
援
診
研
修
会

会員学習会の申し込み方法詳細は６面参照
　協会事務局までTEL（06-6568-
7731）または、同封の案内チラシに
必要事項を記入しファクス（06-
6568-0564）をお送りください。参
加無料。なお、14日の講演後に会員
懇親会を開きます。

14
日（
土
）17
時
半
〜
19
時
半

15
日（
日
）10
時
〜
12
時

歯科診療報酬改定の行方と電子請求の課題

地域包括ケア構想の課題

　在宅歯科医療の推進、周術期口腔機能管理の充実、医科歯科連携
の推進体制、口腔機能に着目した診療報酬上の評価の充実、かかり
つけ歯科医機能の評価、う蝕や歯周疾患の重症予防に関わる評価
…。動き出した次期改定で、厚労省が挙げる課題は少なくない。
2014年改定を整理するとともに、最近の改定の流れと併せて今後の
改定の方向性を考える。レセプト電子請求の問題点も検証し、歯科
診療報酬がどうあるべきかについて、検討する。

　安倍政権が社会保障費削減の一環として推進する、患者を追いだ
しの〝病床再編〟とその受け皿とする〝地域包括ケア〟―。〝安上
がり〟で〝効率的〟な医療・介護提供体制を構想する。国の責任を
放棄し、医療・介護サービスから国民を締め出し、「医療・介護難
民」が大量に生み出されようとしている。「地域包括ケア」の枠組
みに歯科医療を位置づけるが、具体化は見えない。公的医療・介護
の充実による提供体制、地域包括ケアのあるべき姿を探る…。

講師：芝田英昭氏
立教大学教授。金沢大学大学院卒。立命館大学
などを経て現職。著書に『安倍政権の医療・介
護戦略を問う』（共著、あけび書房）、『基礎か
ら学ぶ社会保障』（自治体研究社）など多数

講師：田辺隆氏
全国保険医団体連合会副会長。日本大学松戸歯
学部卒。北海道保険医会常任理事、北海道歯科
医師会社会保険委員会委員、社会保険診療報酬
支払基金北海道支部審査委員、運営委員

【
学
校
医
療
券
】
対
象
患
者

は
教
育
委
員
会
が
要
保
護
者

あ
る
い
は
準
要
保
護
者
と
認

定
す
る
。
公
立
小
・
中
学
校

で
の
健
康
診
断
の
結
果
、
学

校
病
と
判
定
さ
れ
、
学
校
長

か
ら
治
療
の
指
示
が
あ
っ
た

児
童
・
生
徒
。

　

「
Ａ
要
」
の
医
療
券
：
生

活
保
護
法
第
６
条
２
項
に
規

定
す
る
要
保
護
者
で
、
保
護

を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

の
こ
と
。「
準
Ｂ
」
の
医
療

券
：
要
保
護
者
に
準
じ
る
程

度
に
困
窮
し
て
い
る
医
療
保

険
の
加
入
者
で
、
教
育
委
員

会
が
認
め
た
児
童
・
生
徒
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
「
Ａ

要
」
様
式
の
み
レ
セ
プ
ト
形

式
に
用
紙
が
変
更
さ
れ
た
。

10
年
の
変
更
で
算
定
で
き
な

く
な
っ
た
歯
科
疾
患
管
理
料

は
、
協
会
と
市
と
の
こ
れ
ま

で
の
協
議
で
、
算
定
箇
所
が

設
け
ら
れ
た
。


